
（別紙３）

○事業所名 はぴねす柿生第2教室

○保護者評価実施期間
2026年02月01日 ～ 2026年02月20日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 33 （回答者数）
12

○従業者評価実施期間
2026年02月01日 ～ 2026年02月20日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5 （回答者数）
5

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　20日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

外出イベントで公園やいつもいけない場所に行けてる。 療育室ないが狭いため広い公園や家庭で行けない施設に
行けている。

多くの体験を出来るように企画をしていきます。

2

職員と保護者と児童の信頼関係 相談事や今後の利用について随時対応している。進
学や進級での相談事が多く上がり多くの方の対応をし
ている。

相談事に寄りますが、全職員が対応できるように教
育をしていきます。

3

社会性の基盤を作っている。 集団の中でスキルや今後の将来、ために困らないように
少しずつ児童に褒めて次につながるように声掛けをしてい
ます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこど
もと活動する機会について

児童館や児童クラブの方との連携を取り合っていく。 できる職員が行わないで職員全員が行えるようにする。

2

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、
保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支
援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催
等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな
ど、きょうだいへの支援がされていますか。

保護者会の内容にきょうだい同士の交流の機会を設けら
れるように企画をしいきまうす。また保護参加型イベント
の企画を検討していきます。

3

お子様に楽しんでもらいえるようにイベントや楽しく運動す
る

お子様が外出イベント等や行いたい運動を聞いて行きで
きるものは行えるように企画をしていきます。


